
（ステージ１）生薬（ステージ１）生薬（ステージ１）生薬（ステージ１）生薬原料の原料の原料の原料の供給供給供給供給

・生薬原料は、8割以上を中国からの輸入に頼っている

・国内生産者の高齢化、安価な中国産の輸入により国内

栽培が減少

・大和（奈良県）の生薬は品質が良いと有名

⑤⑤⑤⑤ 漢方の漢方の漢方の漢方の産業興し産業興し産業興し産業興し

（ステージ２）漢方薬等の製造（ステージ２）漢方薬等の製造（ステージ２）漢方薬等の製造（ステージ２）漢方薬等の製造

・中国の原料生薬の一部輸出規制、原料価格の高騰

・医療用漢方製剤は、薬価が定められており、原料価

格の高騰を製品価格に転嫁しにくい

（ステージ３）漢方薬等の研究・臨床（ステージ３）漢方薬等の研究・臨床（ステージ３）漢方薬等の研究・臨床（ステージ３）漢方薬等の研究・臨床

・生薬に関するエビデンスが科学的に確立していない

・漢方に詳しい医師が少ない

（ステージ４）漢方薬の認知度（ステージ４）漢方薬の認知度（ステージ４）漢方薬の認知度（ステージ４）漢方薬の認知度

・漢方薬に関する正確な情報が知られていない

生産から販売までの一貫体制の構築を図る必要がある生産から販売までの一貫体制の構築を図る必要がある
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ステージ１
生薬の供給拡大

ステージ２
漢方薬等の製造

ステージ３漢⽅薬等の研究･臨床 ステージ４
漢方の普及

薬草の安定供給に係る薬草の安定供給に係る薬草の安定供給に係る薬草の安定供給に係る

研究の高度化研究の高度化研究の高度化研究の高度化

薬草生産に関わる人材確保薬草生産に関わる人材確保薬草生産に関わる人材確保薬草生産に関わる人材確保

漢方薬等の製造･販売促進漢方薬等の製造･販売促進漢方薬等の製造･販売促進漢方薬等の製造･販売促進

漢方薬の認知度向上漢方薬の認知度向上漢方薬の認知度向上漢方薬の認知度向上

生産から販売までの生産から販売までの生産から販売までの生産から販売までの

一貫体制の構築一貫体制の構築一貫体制の構築一貫体制の構築

◆奈良県にゆかりの深い”漢方”について、生薬の供給拡大から関連

する商品・サービスの創出等に向けて総合的に検討を進め、生産から

販売までの一貫体制の構築を図る。
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あ

○薬用作物の安定供給に係る研究・ゲノム育種等による優良品種の育成・省⼒・安定⽣産技術の開発○ICTを活用した科学的分析による栽培方法の標準化ほ場の様々なデータ（気象、土壌、栽培管理、発育状況等）を記録、集約、分析。
○薬用植物種苗生産基地構築に関する研究との連携（厚労省科研費：医薬基盤研、京都⼤学薬学部） ※H25〜H27、３カ年○薬用作物栽培指導者の育成・栽培希望者のほ場に、専門家が巡回指導

ステージ１ステージ１ステージ１ステージ１生薬の供給拡大生薬の供給拡大生薬の供給拡大生薬の供給拡大①薬用作物の安定供給に係る研究の高度化

②薬用作物生産に関わる人材確保

○栽培技術指導及び経営分析によるビジネスモデルの現地検証○薬用作物の生産振興を図る市町村の取組に対する支援
③農業法人等における薬用作物栽培の検証 ステージ３ステージ３ステージ３ステージ３漢方薬等の研究・臨床漢方薬等の研究・臨床漢方薬等の研究・臨床漢方薬等の研究・臨床

ステージ２ステージ２ステージ２ステージ２漢方薬等の製造漢方薬等の製造漢方薬等の製造漢方薬等の製造○川下企業の⽣薬原料ニーズ調査○川上と川下のマッチング支援・薬草生産農家と国産の生薬を求める製薬、化粧品企業のマッチング○県産薬用作物を使用した企業の製品開発の支援・新ならこすめ（化粧品）：県産のトウキ等を使用○漢方関連製品の商品化に向けた加工技術の研究例）トウキ葉の活⽤（⾷への応用）

生薬製剤、漢方薬等の製造・販売促進
○漢⽅医学薬学に関する教育･研究･診療・漢方外来の開設 ・学生に対する漢方講座・医療⼈の育成等②大和漢方医学薬学センター（県立医大）○⼤和トウキ（根、葉）の含有成分調査①大和生薬の品質の数値化と薬効研究

ステージ４ステージ４ステージ４ステージ４漢方の普及漢方の普及漢方の普及漢方の普及

○一般社団法人漢方産業化推進研究会への参画・漢方産業化のあり方を研究第1フェーズ（H25.5~）渡辺教授、奈良県、神奈川県、富⼭県、企業等（約20団体）で取組状況等情報交換第2フェーズ（H26.5〜）一般社団法人化により活動開始

○漢方薬シンポジウムの開催○薬剤師等向けの漢方研修会年6回予定（奈良県薬業会館）○漢方薬や生薬に関する広報・周知○学会、展示会等での広報
漢方薬の認知度向上○種苗供給バリューチェーンの構築検討優良な種苗の⽣産、供給体制の構築を目指す。④種苗供給バリューチェーンの構築

磯城野高校における栽培指導 ベッド育苗の研修

漢方のメッカ推進プロジェクト 平成２６年度の取組状況漢方のメッカ推進プロジェクト 平成２６年度の取組状況
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川上川下のマッチングの状況川上川下のマッチングの状況

【マッチング状況】Ａ生薬の会・人員：５名・トウキ、シャクヤクの栽培実績有り
①Ｄ薬品(株)・本社：大阪市・医薬品原料となる生薬エキス・粉末を製造販売②Ｅ工業(株)・本社：大阪市・医薬品のほか化粧品を製造・販売②栽培依頼作物：カワラヨモギ・自社の化粧品等の原料等①栽培依頼作物：ゲンノショウコ・製薬企業向け医薬品原料＜川上＞ ＜川下＞

（有）Ｂ農園・社員：１１名・水稲、露地野菜等 ④（有）Ｇ・本社：三鷹市・スキンケア、雑貨、食品の企画、開発、販売
③Ｆ薬品工業(株)・本社：大和高田市・医薬品、健康食品製造③栽培依頼作物：ウド（根は生薬）・漢方薬原料

マッチング状況マッチング状況マッチング状況マッチング状況

＜外部講師からの意見＞＜外部講師からの意見＞＜外部講師からの意見＞＜外部講師からの意見＞・トウキの葉を優先的に栽培する方法を提案＜農業法人＞・複数の薬草または薬草と薬木の組合せで栽培＜生薬卸＞・栽培を推進する3つの方法＜生薬卸＞①その土地で栽培されている物を残す（トウキ、シャクヤク）②誰もが栽培しない小規模で栽培が可能（ウド）③捨てている物を活用（トウキ葉、柿のへた）・生産履歴は必要＜化粧品原料製造ﾒｰｶｰ＞
・ブランド化を進める上で重要なのはコモディティ化（一般化）を避けること＜製薬会社＞・自社ブランドを推進し、少々高くても納得して買ってもらえる商品の開発＜製薬会社＞・若い年齢層の生協会員へ漢方の良さをPRする勉強会が必要＜市民生協＞・トウキ葉の成分検査と加工法の指導＜農業法人等＞

マッチング状況と外部講師の意見を踏まえた＜川上＞＜川上＞＜川上＞＜川上＞

＜川下＞＜川下＞＜川下＞＜川下＞

①大和トウキ、シャクヤクはブランド化を目指し、優良品種を育成。それ以外に自生種等の栽培技術も蓄積（例：ウド、センブリ）②薬草、薬木の組合せの事例調査植え方：トウキ畑周辺に杜仲･甘茶等の中木収穫時期：複数年…トウキ(2年)、シャクヤク(４年)単年…杜仲･甘茶の葉は1年③トウキ葉を効率的に収穫できる栽培方法の検討④農業法人に対する薬用作物導入の支援⑤生産履歴を記録するよう栽培者へ指導⑥栽培者データベースの充実（誰が、どこで、何を、どれくらい栽培）⑦種苗供給体制の検討①川下企業の誘因のため、奈良県で薬草栽培が盛んであることをPR例）東京でのイベント等で取組をPR②食としての加工方法、品質確保に対する支援強化例）トウキ葉の活用③大和トウキのブランド化④薬木(キハダ)の活用方策

H26年度～ 試験栽培

＜川上＞＜川上＞＜川上＞＜川上＞ ＜川下＞＜川下＞＜川下＞＜川下＞
・薬草栽培にトライしてみようとする意欲が強い・野菜栽培など既に経営の柱がある農業法人・製薬メーカーが求める栽培品目に関する情報が不足・種苗の調達に苦労している ・国産の薬草を求めている（特に化粧品）・多種類の薬草を求めている（自生種など）・加工済(刻み、末、エキス)の納品形態を希望・県内薬草栽培状況の情報が不足・生薬原料価格の高騰に対する不安
＜川上＞＜川上＞＜川上＞＜川上＞ ＜川下＞＜川下＞＜川下＞＜川下＞

④栽培依頼作物： オタネニンジンなど１０種・自社の化粧品原料
＜マッチングから見えてきたこと＞＜マッチングから見えてきたこと＞＜マッチングから見えてきたこと＞＜マッチングから見えてきたこと＞

国事業によるマッチング（県の栽培指導）
H26年度～ 試験栽培
H26年度～ 試験栽培
H26年度～ 試験栽培

県によるマッチング（県の栽培指導）民民マッチング（県の栽培指導）民民マッチング（県の栽培指導）⑤栽培依頼作物：ハシリドコロなど ⑤Ｈ製薬(株)・本社：大阪市・医薬品、化粧品、機能性食品等、製造販売（株）Ｃ・社員：３４名・有機農産物生産等 H26年度～ 試験栽培 民民マッチング（県の栽培指導）

川下のニーズ

（こんな生薬原料が欲しい）

に基づき、

川上（栽培者）と

マッチングが成立
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今まで使われていなかったトウキ葉を活用した新たな商品の開発を検討今まで使われていなかったトウキ葉を活用した新たな商品の開発を検討トウキ葉活用の戦略トウキ葉活用の戦略トウキ葉活用の戦略トウキ葉活用の戦略 具体的なアクション具体的なアクション具体的なアクション具体的なアクション戦略１：クオリティ（優良品質）戦略２：トピック（話題づくり）戦略３：リミテッド（限定性）
「トウキ葉」そのものの価値を明確に大和トウキ葉の奈良の特産品としての価値を高める地域限定販売（ご当地ものとしてスタート）

○トウキ葉の薬効分析・栄養分析○トウキ葉の薬効分析・栄養分析○トウキ葉の薬効分析・栄養分析○トウキ葉の薬効分析・栄養分析○トウキ葉料理の普及啓発○トウキ葉料理の普及啓発○トウキ葉料理の普及啓発○トウキ葉料理の普及啓発○供給先の絞り込み（県内限定等）協力要請○供給先の絞り込み（県内限定等）協力要請○供給先の絞り込み（県内限定等）協力要請○供給先の絞り込み（県内限定等）協力要請
・薬事研究センターにおいて、トウキ葉の含有成分を分析（H26)・産業振興総合センターにおいて、トウキ葉の栄養素を分析（H26)・トウキ葉入り大和肉鶏つみれの検討（例：｢(仮)ちゃんこ大和づくし｣の一品）・(一社)奈良のうまいもの会への提案 （例：トウキ料理のメニューづくり）例）県内農業法人が試作中のハーブ茶の県内イベントでの提供

・トウキ葉を効率的に収穫できる栽培方法の検討（H26)・トウキ葉の供給体制･量産体制の検討（H26)どこで、誰が、どれくらい栽培可能か・トウキ葉の成分検証薬事研究ｾﾝﾀｰ（H26）・開発商品の販路開拓（H27)例）トウキ葉活用のレシピ集作成関東方面でのPR

プロジェクトとしての

②②②②((((一社一社一社一社))))奈良のうまいもの会との意見交換奈良のうまいもの会との意見交換奈良のうまいもの会との意見交換奈良のうまいもの会との意見交換

①トウキ葉入り大和肉鶏①トウキ葉入り大和肉鶏①トウキ葉入り大和肉鶏①トウキ葉入り大和肉鶏つみれのつみれのつみれのつみれの取組取組取組取組状況状況状況状況（（（（大相撲優勝力士への副賞大相撲優勝力士への副賞大相撲優勝力士への副賞大相撲優勝力士への副賞「（仮称）ちゃんこ「（仮称）ちゃんこ「（仮称）ちゃんこ「（仮称）ちゃんこ大和づくし」）大和づくし」）大和づくし」）大和づくし」）

トウキ葉提供（7月16日） ・JR奈良駅アンテナショップで提供・関東の薬膳関係者にPR（薬膳料理は関東に多く、トウキ葉の増産につながる）・奈良のうまいもの会加盟の農業者の栽培推進

レシピ作成、試作(産業振興総合ｾﾝﾀｰ) 商品企画検討・加工業者との調整・トウキ葉の確保・コスト計算 加工業者における試作６～７月 レシピ検討 ８～12月 商品開発 １月～ 商品化製造（12月頃）→納品

根は「医薬品」葉は「非医」（食用を検討）

レシピ開発（奈良のうまいもの会加盟店の協力） メニュー化

1111月月月月 初場所初場所初場所初場所 優勝力士副賞優勝力士副賞優勝力士副賞優勝力士副賞・1/25千秋楽（知事による賞贈呈予定）一般販売に向け検討

61616161



生薬原料の地産地消を目指して生薬原料の地産地消を目指して

①①①① 栽培地の荒廃栽培地の荒廃栽培地の荒廃栽培地の荒廃 ③③③③ 管理不足管理不足管理不足管理不足②ノウハウの欠如、高齢化②ノウハウの欠如、高齢化②ノウハウの欠如、高齢化②ノウハウの欠如、高齢化当初、植栽を勧めた業者がいなくなり、伐採期(概ね20年)を迎えても放置状態 枝打ちなどの適切な管理がなされていないため側枝が伸び主幹が細くなっている。皮剥のノウハウがない。また、農家が高齢で作業（伐採、皮剥、乾燥等）が困難
＜取り組む目的＞＜取り組む目的＞＜取り組む目的＞＜取り組む目的＞・既に植林されている生薬原料の有効活用 (※)・未利用の里山等の活用（計画的利用）・生薬原料の地産地消の推進

・現在、オウバクは他府県から購入・原料の地産地消は歓迎（条件）①毎年安定した量を提供②安定した成分含量の原料提供③価格（他県買入価格並）
川下製薬メーカーの声①島根県等の取組状況把握②現植林地の実態把握調査（本数、太さ、成分調査、所有者の意向等）③調査を踏まえ供給可能量の算出④皮剥を担う者の育成を検討（植林農家、森林組合等）⑤荒廃地（里山等）へのキハダ植林の検討（適地選定、植林本数の算出） 調整機能を担う主体を検討・川上と川下の継続的な調整機能・川上内の継続的調整（県下植林区域の伐採調整、植林計画）

・オウバクのニーズ調査（生薬製剤メーカー等）買入価格、数量、品質入手先等

① キハダ林（奈良市東部）
（約20年前に植林：元茶畑） （15年以上で伐採可能）

② 皮剥ぎの様子 ③ 生薬として利用する内皮 ④ 内皮を乾燥 ⑤最終製品
外皮 内皮 乾燥させた生薬を加工（刻み、末、エキス）輸入(中国) 96.6％国内 3.4％（島根、奈良、岐阜、福井、新潟…） 陀羅尼助 三光丸オウバクが入った健胃・整腸剤山陰地方「練熊」長野県木曽「百草丸」主な原料は、オウバクオウバクオウバクオウバク、ゲンノショウコ、センブリ、カンゾウ、ケイヒ

※県内キハダの栽培面積（H24）山添村 30戸、600a桜井市 3戸、 60a奈良市 5戸、 50a御所市 1戸、 20a

キハダキハダキハダキハダ((((生薬名：オウバク生薬名：オウバク生薬名：オウバク生薬名：オウバク))))栽培にみる現状・課題・取り組み栽培にみる現状・課題・取り組み栽培にみる現状・課題・取り組み栽培にみる現状・課題・取り組み
陀羅尼助陀羅尼助陀羅尼助陀羅尼助の創製は、の創製は、の創製は、の創製は、役行者と伝承され役行者と伝承され役行者と伝承され役行者と伝承されているているているている 62626262



（１）奈良県の消費者の商品の目利き能力は高いものと思われるがその反面、小売業

における県民１人当たり年間商品販売額は低い。（夜間人口１人当たり全国46位、

昼間人口１人当たり43位）

（２）近年、大規模小売店舗の進出が続いており、売り場面積が増加すると、県外消

費率は減少する傾向がみられる。

（３）「専門店」「中心店」の年間商品販売額が全国と比べて低く、売り場面積も少ない

（４）小売業態別県民１人当たり年間商品販売額を見ると、専門店とコンビニエンスス

トアが全国平均を大きく下回っている。

（５）取扱品目別に県民１人当たり年間商品販売額を見ると、衣料品等が全国に比べ

て低い。

⑥⑥⑥⑥ 小売業の産業興し小売業の産業興し小売業の産業興し小売業の産業興し

（６）「魅力ある小売店舗」の増加と「買い物し易いまちづくり」の取組が必要。

（７）集客力ある商業施設（大規模店舗、コンビニ）の誘致と、専門店等の店舗整備と

販売商品のレベルアップを図る取組が必要。

年間商品販売額が約１兆円、従業者数が約5万8千人とシェアが大きいが、県外流出

額が約4,000億円と大きく、県内消費を増加させ、域内での販売・消費の循環の拡大

を目指すべき分野。

現
状
・
課
題

方
向
性
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（１）小売業における県民１人当たり年間商品販売額は全国で２番目低い。

○県民１人当たり年間商品販売額が少ない（全国第４６位）

○改善傾向にあるが、県内消費率は依然として低い(84.1%)

○県外消費額は、約４,０００億円 （推計）。
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H24経済センサス－活動調査

64

参考：県外消費額は約4,000億円（H23奈良県消費実態調査）



（２）近年、大規模小売店舗の進出が続いており、売り場面積が増加すると、県

外消費率は減少する傾向がみられる。

36.1 

21.7 

18.9 

20.2 

17.8 

54.5 
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50

県外消費率 売り場面積(指数) 売り場面積指数（S６０＝１００）県外消費率（％）
S47.3 奈良ファ

ミリー開店

S61.4 近鉄百貨

店橿原店開店

H元.10 奈良そごう

開店（～H12.12）

H9.3 近鉄百貨店

生駒店開店

H16.3 イオン橿

原店開店

H15.7 ｲﾄｰﾖｰｶ

ﾄﾞｰ奈良店開店

※県外消費率＝１－（県内小売販売額／県内人口）÷（全国小売販売額／全国人口）出所） 商業統計(S47-H19)、経済センサス－活動調査(H23)、人口推計から算出
H22.3大和郡

山イオン開店
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専門店
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コンビニエンスストア

専門スーパー

総合スーパー

百貨店

売り場面積の構成比

（３）「専門店」「中心店」の年間商品販売額が全国と比べて低く、売り場面積も

少ない。

○年間商品販売額や売り場面積について、「専門スーパー」や「総合スーパー」は、ともに全国○年間商品販売額や売り場面積について、「専門スーパー」や「総合スーパー」は、ともに全国○年間商品販売額や売り場面積について、「専門スーパー」や「総合スーパー」は、ともに全国○年間商品販売額や売り場面積について、「専門スーパー」や「総合スーパー」は、ともに全国

平均を上回っている。平均を上回っている。平均を上回っている。平均を上回っている。

○逆に、「専門店」「中心店」が全国平均より低くなっており、これらの業態が県内では低調であ○逆に、「専門店」「中心店」が全国平均より低くなっており、これらの業態が県内では低調であ○逆に、「専門店」「中心店」が全国平均より低くなっており、これらの業態が県内では低調であ○逆に、「専門店」「中心店」が全国平均より低くなっており、これらの業態が県内では低調であ

ることを表している。ることを表している。ることを表している。ることを表している。

H19 商業統計

（商店街内の雑貨屋等）

（大型電器店、商店街の服屋等）

（ユニクロ等）

（イオン等）
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（４）小売業態別県民１人当たり年間商品販売額を見ると、専門店とコンビニ

エンスストアが全国平均を大きく下回っている。

小売業態別に県民1人当たり商品販売額を全国平均と比較すると、「総合スー

パー」「専門スーパー」は多くなっているが、「専門店」「中心店」「コンビニ

エンスストア」などが、全国よりもかなり低くなっている。

31.3 
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58.0 

51.2 

29.3 

45.1 

38.9 

27.8 

37.2 

50.0 

0

60

小売業計 百貨店
総合スーパー
専門スーパー

コンビニエンスストアドラッグストアその他のスーパー
専門店
中心店
その他の小売店

全国奈良県全国＝５０
H19 商業統計

小売業の業態別 県民1人当たり年間商品販売額の比較
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（５）取扱品目別に県民１人当たり年間商品販売額を見ると、衣料品等が全

国に比べて低い。

H19 商業統計

○専門店の県民１人当たり年間商品販売額を取扱品目別にみると、全て全国平均よりも低く、○専門店の県民１人当たり年間商品販売額を取扱品目別にみると、全て全国平均よりも低く、○専門店の県民１人当たり年間商品販売額を取扱品目別にみると、全て全国平均よりも低く、○専門店の県民１人当たり年間商品販売額を取扱品目別にみると、全て全国平均よりも低く、

特に「衣料品専門店」はその差が大きい。特に「衣料品専門店」はその差が大きい。特に「衣料品専門店」はその差が大きい。特に「衣料品専門店」はその差が大きい。

○百貨店、総合スーパーの品目別を見ると、「婦人・子供服・用品」について全国平均との差が○百貨店、総合スーパーの品目別を見ると、「婦人・子供服・用品」について全国平均との差が○百貨店、総合スーパーの品目別を見ると、「婦人・子供服・用品」について全国平均との差が○百貨店、総合スーパーの品目別を見ると、「婦人・子供服・用品」について全国平均との差が

大きい。大きい。大きい。大きい。

7

22

3
13

45

2 3 4

186

17

3

12

56

2 2
4

19

0

10

20

30

40

50

60

紳士服・用品 婦人・子供服・用品 その他の衣料品 身の回り品 飲食料品 家具 家庭用・電気機械器具 家庭用品 その他の商品

全国奈良県品目別 県民一人当たり商品販売額（百貨店＋総合スーパー）千円品目種別県民１人当たり年間商品販売額（専門店）
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奈良県では、コンビニは

飽和状態にはなく、県内

での出店が続く見込み。

コンビニエンスストア

独自戦略に基づき、新た

な市場の獲得を目指す

スーパーと家電量販店等

の連携によるモール化も

進む見込み

百貨店・専門スーパー等

何もしなければ、コンビニや

百貨店等、他の業態にこれ

までの顧客も奪われてしまう。

専門店・中心店

コンビニのノウハウを

活用した

県内消費促進施策の

協働実施

集客力ある商業施設の

誘致による、他府県か

らの消費の取り込み

他の業態に負けないよう、

店舗や商品のレベルアッ

プを図る

（６）「魅力ある小売店舗」の増加と「買い物し易いまちづくり」の取組が必要。69



（７）集客力ある商業施設（大規模店舗、コンビニ）の誘致と、専門店等の店

舗整備と販売商品のレベルアップを図る取組が必要。

� 積極的な市町村に対する補助制度

を創設。

� 県としても、県内消費や雇用の増加

に効果がある大型商業施設の誘致

を積極的に進める市町村を支援する

とともに、市町村と連携して誘致を進

める。

大規模商業施設の誘致

� 空き家活用に積極的な市町村と連

携し、小売業の創業希望者を中心

に情報提供し、誘致を促進。

� 県ビジコン入賞者等が、この店舗で

創業した場合は、県が開業奨励金

を支給。

� 衣料品を中心に魅力的な専門店の

誘致、整備。

魅力的な専門店の整備と買い物し易いまちづくり

※滋賀竜王にあるアウ

トレットモールの売上

年間：約274億円（H23）

70



（１）人口千人あたりの飲食店舗数は、全国４７位。観光消費額に占める飲食費は、

滋賀県や和歌山県よりも低い。

（２）種類別では、専門料理店舗数が増加し、売上高も専門料理店が多い。

（３）県内市町村別では、約３割が奈良市にあり、次いで橿原市。

（４）県内地域別の飲食店舗数は、ここ１０年間ほぼ横ばい。

（５）シェフの育成、県産食材の利用拡大と情報発信の強化が必要。

・飲食店のレベルアップと美味しい店の創出を加速させるため、県が関連事業者の

交流、連携を積極的にコーディネートする。

・なら食と農の魅力創造国際大学校（６次産業化研修拠点）を整備し、「農に強い有

力なシェフ」を育成する。

現
状
・
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題

方
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性
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料理・飲食業の域際収支を見ると３７０億円の赤字となっている。これは県民の県外消

費の影響が大きいが、生活の場に身近なサービス業という面もあり、良質な店が増えれ

ば、県内での飲食消費を高める余地は大きいと考えられる。また、食料品製造業、農業

などと連携して、事業を発展させる可能性も高い。

加えて、観光客を対象に、観光消費額の拡大に向けた取組みにより、域外からの収益

をあげていくことも課題。

⑦⑦⑦⑦ 料理・料理・料理・料理・飲食業飲食業飲食業飲食業のののの産業産業産業産業興し興し興し興し



人口1000人あたりの飲食店数7.83 6.94 6.75 6.46 6.25 6.04 4.14 4.09 3.91 3.91 3.53 3.35
012
345
678

沖縄県 東京都 高知県 大阪府 山梨県 京都府 神奈川県 岡山県 埼玉県 千葉県 滋賀県 奈良県・・・

～ ～

47位

（１）（１）（１）（１）人口千人あたり人口千人あたり人口千人あたり人口千人あたりの飲食店舗数は、全国４７位。観光消費の飲食店舗数は、全国４７位。観光消費の飲食店舗数は、全国４７位。観光消費の飲食店舗数は、全国４７位。観光消費額額額額

に占めるに占めるに占めるに占める飲食費は、滋賀県や和歌山県よりも低い。飲食費は、滋賀県や和歌山県よりも低い。飲食費は、滋賀県や和歌山県よりも低い。飲食費は、滋賀県や和歌山県よりも低い。

H24経済センサス－活動調査
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県内飲食店舗数の推移

11.7 

食堂，レストラン(専門料理店を除く)

21.3 

16.3 18.4 
12.5 9.3 

専門料理店(そば・うどん店含む)

51.3 

45.9 43.2 41.4 40.9 40.3 
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20%
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京都府 滋賀県 奈良県 和歌山県 兵庫県 大阪府専門料理店(そば・うどん店含む) 食堂，レストラン(専門料理店を除く)その他の飲食店 すし店酒場，ビヤホール、バー等 喫茶店

飲食店売上高 種類別構成比（近畿府県比較）

H8～18事業所企業統計、H21経済センサス－基礎調査

（２）種類別では、専門料理店舗数が増加し、（２）種類別では、専門料理店舗数が増加し、（２）種類別では、専門料理店舗数が増加し、（２）種類別では、専門料理店舗数が増加し、売上高も売上高も売上高も売上高も専門専門専門専門料理料理料理料理

店店店店が多い。が多い。が多い。が多い。

H24経済センサス－活動調査
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○京都との比較では、本県は専門料理店の割合が低い一方で、食堂、レストランの割

合が高い。



（３）県内市町村別では、約３割が奈良市にあり、次いで橿原市。（３）県内市町村別では、約３割が奈良市にあり、次いで橿原市。（３）県内市町村別では、約３割が奈良市にあり、次いで橿原市。（３）県内市町村別では、約３割が奈良市にあり、次いで橿原市。

○飲食店の店舗数は県全体で１０，１０３店舗であり、その３割以上が奈良市にある。２位は橿原○飲食店の店舗数は県全体で１０，１０３店舗であり、その３割以上が奈良市にある。２位は橿原○飲食店の店舗数は県全体で１０，１０３店舗であり、その３割以上が奈良市にある。２位は橿原○飲食店の店舗数は県全体で１０，１０３店舗であり、その３割以上が奈良市にある。２位は橿原

市で１，０７６店舗。市で１，０７６店舗。市で１，０７６店舗。市で１，０７６店舗。

食品関係営業許可件数（消費生活安全課、奈良市保健所提供資料より作成）奈良市のみH26.3.31現在、奈良市以外はH26.4.30現在

74

店舗



（４）県内地域別の飲食店舗数は、ここ（４）県内地域別の飲食店舗数は、ここ（４）県内地域別の飲食店舗数は、ここ（４）県内地域別の飲食店舗数は、ここ１０年間ほぼ１０年間ほぼ１０年間ほぼ１０年間ほぼ横ばい。横ばい。横ばい。横ばい。

奈良市 1,742

葛城 843

桜井 1,175

郡山 1,305

吉野 492

0

500

1,000

1,500

2,000

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

【全体】一般食堂＋レストラン＋喫茶店 等件

食品関係営業許可件数（消費生活安全課、奈良市保健所提供資料より作成）奈良市のみH26.3.31現在、奈良市以外はH26.4.30現在

奈良市 127

葛城管内 73

桜井管内 112郡山管内 90

吉野管内 22
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【開店数】一般食堂＋レストラン＋喫茶店 等件

奈良市：奈良市保健所管轄（奈良市）郡 山：郡山保健所管轄（大和郡山市、天理市、生駒市、山添村、平群町、三郷町、斑鳩町、安堵町）桜 井：桜井保健所管轄（橿原市、桜井市、宇陀市、川西町、三宅町、田原本町、曽爾村、御杖村、高取町、明日香村）葛 城：葛城保健所管轄（大和高田市、御所市、香芝市、葛城市、上牧町、王寺町、広陵町、河合町）吉 野：吉野保健所管轄（吉野町、大淀町、下市町、黒滝村、天川村、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村）、内吉野保健所管轄（五條市、野迫川村、十津川村）
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美味しい店の創出、レベルアップ美味しい店の創出、レベルアップ美味しい店の創出、レベルアップ美味しい店の創出、レベルアップ美味しい店の創出、レベルアップ美味しい店の創出、レベルアップ美味しい店の創出、レベルアップ美味しい店の創出、レベルアップ

●県庁及び県庁周辺レストランの開設●レベルアップへ向けた意識醸成
●レベルアップのためのシェフと食関係者とのネットワーク強化 ●レストランへの良質な県産食材の普及促進●シェフと生産者との取引拡大
●食＋農業・加工体験＋観光を融合したサービスの充実促進

●なら食と農の魅力創造国際大学校でのシェフ育成
シェフシェフシェフシェフの育成の育成の育成の育成 ・・・・ 支援支援支援支援

飲食店調査と情報発信飲食店調査と情報発信飲食店調査と情報発信飲食店調査と情報発信

●お店づくり塾開催による意欲ある人材の開業支援
●食品関連事業者による、商業施設や空き店舗への飲食店出店促進

県産食材の積極的活用県産食材の積極的活用県産食材の積極的活用県産食材の積極的活用

●「美味しい店」・「評判の店」「おすすめの店」を、接待向け、観光客向けなど利用目的ごとに調査●利用場面や目的に応じて情報を提供ビジネスホテル等、観光客向け県内企業向け等
県内外からの誘客県内外からの誘客県内外からの誘客県内外からの誘客県内外からの誘客県内外からの誘客県内外からの誘客県内外からの誘客

（５）シェフの育成・支援、県産食材の利用拡大と情報発信の

強化が必要。
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○フードクリエイティブ学科を創設し、農業・農作物に関する知識を持った「食の担い手（シェフ）」を

育成します。

なら食と農の魅力創造国際大学校（６次産業化研修拠点）を整備し、

「農に強い有力なシェフ」を育成する。

全体鳥瞰（イメージ）実践オーベルジュ棟内部（イメージ）

なら食と農の魅力創造国際大学校の人材育成コンセプト

県産農産物の生産、調理、加工、流通などを担う「食」と「農」のトップランナーを育成 地域活用力
マーケティング力もてなし力

経営・マネジメント力 技術力
農に強い食の担い手＜フードクリエイティブ学科＞
農の担い手＜アグリマネジメント学科＞

県産農産物 需要喚起将来将来将来将来のののの姿姿姿姿 安定供給
人材ネットワークを活かした県産農産物の需要喚起と供給増加

国際理解力
フードクリエイティブ学科の概要

◆開校時期：平成28年４月

◆設置場所：桜井市高家（安倍地区）

◆在学期間：２カ年 ◆定員：２０人／１学年

※特徴：学校の敷地内に一般客がゆったりと美味し

い料理を楽しめるオーベルジュ（宿泊施設を備えた

レストラン）を設置し、授業の一環として、レストラン

の厨房での調理やフロアーでの接客サービスなど

の実践研修を行う。
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